
 

学校支援を積極的に進める 

学校の教育活動を支えるＰＴＡ活動 

知多市立旭北小学校ＰＴＡ 

１ はじめに 

  旭北小学校は、知多市の南西に位置し、オオタカが生息する自然豊かな小

高い山の上に立地している。明治初期に開校し、令和４年には現在の場所へ

の移転５０周年を迎えた。学校の周りには民家が少なく、校区が広いため、

遠方から登校している児童が多い。保護者や地域が学校教育活動に協力的で

あるため、安心して学校運営ができる地域

である。 

全校児童は４９５名、学級数は２３学級

（通常学級１５特別支援学級８）の中規模

校であるが、昨年度より児童数が５０名程

度減少したことに伴い、学級数も３学級減

となった。来年度はさらに児童数の減少が

続く見込みであり、学校規模は縮小の傾向

にある。 

 

２ 研究への取組 

(１) 研究のねらい 

本校のＰＴＡは、「父母と教職員が協力して、家庭と学校社会におけ

る児童の健全な育成を図り、あわせて会員の研修と相互の親睦を図る」

ことを目的として活動している。しかし、令和２年度から新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のために、ＰＴＡ活動を中止したり、縮小したり

せざるを得ない状況が続いてきた。保護者の間からも、子どもたちが学

校でどんな生活をしているのか見えてこないという声も上がっていた。

そこで、新型コロナウイルスに対する制限が緩和された今、学校と保護

者の結びつきを強くし、子どもたちを育てる学習環境をＰＴＡ会員の支

援によってより豊かなものとしていく活動に取り組むことにした。 

(２) 学校支援活動の立案 

    ６月のＰＴＡ全体会では、前年度までの活動でやってきたことや、学

校がＰＴＡに依頼したいことを整理し、新たにＰＴＡが支援できること

を考えた。委員からは「５、６年生のミシンの授業なら支援ができる」

という積極的な意見が出てきた。話し合った内容は以下の通りである。 

前年度までの活動 ・図書の修理・樹木の剪定・掲示物作成 

・通学路点検 

教職員が依頼したいこと ・図書の受け入れ・運動会補助・苗植え 

ＰＴＡ役員からの提案 ・ミシンを使う授業の補助 

【旭北小学校の校舎】 



 

３ 実践活動の概要 

(１) 学校図書館の充実 

①  図書の修理 

      本校の図書館には１万冊を超

える図書が配架されている。し

かし、中にはページが取れた

り、破れたりしている本がたく

さんあった。特に、児童に人気

がある本ほど著しく破損してい

る状況だった。そこで、昨年度

から図書の修理を図書部の活動

として位置づけ、部員が破損部

分の状態を確認し、１冊ずつ修

理をしていった。 

図書修理を経験したことがある部員はいないため、初めに担当教

員から修理の仕方や必要な道具などの説明を受けた。実際にやって

みると、部員同士和気あいあいとした雰囲気で作業がどんどん進ん

でいった。作業日は、来校する負担を軽減するためＰＴＡ全体会や

学校公開日などの会議や行事に合わせて設定した。当初１００冊近

くあった壊れた本も、再び配架されて子どもたちが利用している。 

②  図書の受け入れ作業 

本年度は新たに図書の受け入れ作業を行った。現在本校には図書

事務職員が配置されていないため、年間３００冊程度の新着図書の

受け入れ作業は図書主任が１人で行っていた。そこで蔵書印を書籍

に押し、受付日を記入する作業をＰＴＡ図書部員で行った。それに

より例年より早く図書館に配架して児童に貸し出すことができた。 

(２) 授業支援（６年生 家庭科 ミシンを使う授業の補助） 

６年家庭科「思いを形にして生活を豊かに」では、ミシンを使ってト

ートバッグを制作する。児童は５年生でミシンを使った経験はあるもの

の、十数台のミシンを同時に使用するとなると、技術面や安全面につい

て、担任一人では十分指導すること

が厳しい状況だった。この問題を克

服するため、ミシンの使い方の補助

員としての活動をＰＴＡに依頼し

た。ＰＴＡ委員に案内を出して支援

者を募ったところ、５名の委員が集

まり、全学級で児童の補助をするこ

とができた。子どもたちにとっても

「友達のお母さん」は、安心して教

えてもらえる存在であり、ミシンを

【図書の修理作業】 
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使って縫う方法や、失敗したときの対処の仕方を積極的に尋ねていた。

また、ミシンを使っている間に起こるトラブルにも対応することができ

たので、担任にとってもたいへん心強かった。この活動は５年生の家庭

科（３学期）でも行う予定である。 

(３) 運動会 

１０月に行われた校内運動会では、ＰＴＡは３つの役割を担った。会

場内の巡回と写真撮影、児童の競技補助である。 

①  事前準備 

９月のＰＴＡ全体会において、

運動会の支援方法を話し合った。

そこでは、委員同士で活発に意見

を出し合い、会場内の巡回は、部

会ごとに当番制で実施することが

決まった。また、５、６年生の騎

馬戦の競技補助は、１年生から４

年生までの委員６人で行うことも

話し合われた。写真撮影は、ＰＴ

Ａ新聞に掲載する写真を撮ること

から、広報部が担当することにし

た。詳しい仕事内容については、

学校から書面で伝達することと

し、当日適宜本部に集合して詳細

を確認したのち、活動することと

なった。 

②  当日の活動の様子 

ア 会場内の巡回 

前年度は、保護者席以外の場

所で参観する人が相次ぎ、その

たびに場内アナウンスで呼びか

けなければならなかった。しか

し本年度は、ＰＴＡ委員が黄色

い腕章を着用し、個別に声をか

けることで、みんながルールを

守って気持ちよく参観してい

た。巡回した委員からは、会場

の様子が本部に伝えられた。ビ

デオの三脚を置いたまま席を離

れている人がいて、周りの人が

迷惑しているという情報が本部

に伝えられたときには、場内ア 【参観者に話しかける役員】 

【校内運動会活動内容】 

【ＰＴＡ全体会の様子】 



 

ナウンスで呼びかけて注意を促

した。また、参観者から質問を

受けたときには、学校からの回

答をすぐに質問者に伝えること

ができた。ＰＴＡ委員の会場巡

回は、教職員の目が届かない部

分を補う役割を果たしていた。 

    イ 競技補助 

５、６年生は騎馬戦を行った

が、競技中の安全を見守るため

の教員の数には限りがあった。

そこで、ＰＴＡ委員が児童の近

くで競技を見守り、騎馬が崩れ

たときに補助に入る体制をとっ

た。実際には、危険な場面はな

く、児童に手を貸すこともなか

ったが、見守る大人がたくさん

いることで児童も教職員も安心

して競技に臨むことができた。 

    ウ 写真撮影 

ＰＴＡ広報部は、保護者の目線で生き生きとした競技中の児童の

写真を撮っていた。データは学校のＳＤカードに保存し、運動会の

翌週には、ＰＴＡ新聞に掲載する写真の選定作業を行った。 

この校内運動会における学校支援の取組を通して、ＰＴＡ委員が参観

者と学校のパイプ役となったことは、大きな成果であった。黄色い腕章

が目印となり、参観者が気付いたことをＰＴＡの委員に伝え、それを本

部の教職員に伝達することで、さまざまな対応をすることができた。昨

年度と比較しても、本部にＰＴＡ委員からの情報がたくさん集まり、会

場内の様子がよく分かった。また、ＰＴＡ委員は参観者としての視点も

もっているので、「祖父母や小さい子どもが参観できるような椅子席が

あるとよい」というような次年度に向けての課題も見つかった。ＰＴＡ

委員は、運動会の運営を支えるという大きな役割を果たしていた。 

 

４ おわりに 

子どもたちが充実した学校生活を送るためには、学校と保護者の連携が欠 

かせない。本校では、花の植え替え作業や樹木の剪定作業、学校保健委員会

への参加など、保護者が学校に足を運ぶ場面が昨年度よりも増えている。こ

の機会に、学校と保護者の結びつきをさらに強くし、子どもたちの学習環境

がより豊かなものとなるように、ＰＴＡの学校支援活動を継続していきたい。 

 

【写真を撮る広報部員】 

【騎馬戦を見守る委員】 


